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1 月 13 日に、あおぞら園・きらきらで新年もちつき大会を開催しました。

各クラス、事前に絵本などで「もちつき」がどのような行事なのかをお子様に

伝えてきました。

当日は、2 クラスずつで、おもちをついているところを見たり、つき立てのお

もちを触ったりしました。蒸しあがったもち米の匂いやおもちをついている音、

ついた時の振動などを感じてもらえたと思います。どのお子様も興味津々で、も

ちつきに注目するお子様の姿がとても印象的でした。

今後もあおぞら園・きらきらだからこそできる日本の伝統行事を取り入れた療育などを企画し、お子様が

楽しく参加できるよう取り組んでいきたいと思います！（稲田）

12 月に AR T S H I P 明石 20 2 2 が無事に終わりました。今回は 10 周年と

いうことで例年と異なり、来場者に参加してもらえる展示スペースを設

けました。その他にも、物品販売や演奏会、ぬり絵体験会などが盛大に

行われました。出展者や関係者だけでなく、一般の方も例年よりもたく

さん来場してくださいました。

また、今回は１週間の文化博物館での展示だけでなく、1 月にはふれ

あいプラザあかし西、2 月には明石市役所でも展示が行われます。たく

さんの方に作品を見ていただける機会が増え、とても嬉しく思います。

　ふれあいプラザあかし西では、夏にもわくわくサマーフェスタで１ヶ月間お子様たちの作品を飾らせてい

ただきました。いろいろなところでお子様たちの作品を見ていただいて、あおぞら園・きらきらに通うお子

様のことを知っていただきたいと思います。

2023 年もあっという間に 1 カ月が過ぎました。子どもたちも日々成長し、とても嬉しく思います。

コロナに加えて、インフルエンザ・胃腸炎と感染症が流行しています。引き続き感染症対策に取り組みながら過

ごしていきたいと思います。

先日、小学校で、支援学級の子どもたちのことを交流学級の子どもたちに伝える機会をいただきました。対象

は小学 1 年生で、まだまだ幼さが残る可愛いくて、思ったことを素直に口に出してくれる子どもたちでした。日

頃から「どうして自分たちは頑張っているのに頑張らないの？」「なんで、すぐ怒って叩いてくるの？」「遊んで

いるときに、自分が負けたら、なんで急に怒り出すの？」など、いろいろなことが不思議で、先生に質問をして

いたそうです。子どもたちがいろいろなことを尋ねてくれることはとてもいいことで、支援学級の子どもたちの

ことを理解してもらうチャンスです。1 年生にどうやって伝えようかと考えた結果、客観的に観れるものにしよう。

内容は、なんとなく似た感じの友達が近くにいて「そうそう！こんなことある！」と思えるようなものにしよう

と決めました。そして、前もって先生に支援学級の子どもたちのことをお聞きして作ったアニメーションを観な

がら、お話をさせていただきました。最初に「みんな誰だって失敗はする」という内容、次にいろいろな人の苦

手なことやどうしてそんなことをしてしまうのかについて、「自分の思っていることがうまく伝えられないとイ

ライラしてしまうことがあるかもしれない」「負けることが大嫌いで、負けてもだいじょうぶと思うことが難し

い人がいる」「負けてもだいじょうぶって思えたらいいのにね」「人が嫌な気持ちになることをしてしまう自分を、

どうしても止めれない人がいる」「頑張りたくても頑張れない人がいる」「少しずつ、少しずつ頑張れるように応

援したいね」などのアニメーションを観てもらいました。最後に「人はみんな、一人ひとり違う」「違っているから、

もっとその人のことを知りたくなる」「みなさんに、まわりの人の良

いところや好きなところを探す名人になってほしい」そして「自分

の好きな気持ち、ありがとうの気持ち、感謝の気持ちを恥ずかしが

らずにいろいろな人に伝えてほしい」とアニメーションで伝えまし

た。大人に教え込まれるのではなく、自分で感じたことを大切にし

てもらいたいという思いでアニメーションを使いました。子どもた

ちにどんな風に伝わったか、ほんとうのところはわかりませんが、

子どもたち一人ひとりの顔を見ていると、こんなことを続けていく

ことが私たちの役目だと強く感じました。これからもこのような機

会を大切にしていきたいと思います。

新年もちつき大会を開催しました！ ～伝統行事を感じるイベント～

ARTSHIP 明石 2022 を終えて ～まだまだ続く障害児者アートの展示～

撮影の為にマスクを外してい
る場合がありますが感染症対
策を徹底して行っています。

1 月にサポーター養成講座を行いました。去年、一昨年はコロナ禍ということでリモートでの開催でしたが、

久しぶりに施設に来ていただいて園の子どもたちの様子をみていただくことができました。また、今回は明

石市立ゆりかご園との合同開催で、知的・発達障害だけでなく、肢体不自由のあるお子様にも触れていただき、

様々な困難さがあることを広く学んでいただく機会になったと思います。

ゆりかご園の山本康典副施設長からは肢体不自由児の講義とともに、サポーターの方に期待することとし

て、実際に園でお手伝いをしていただけなくても地域で支援者と一般の方たちの懸け橋になってほしい、と

いうお話がありました。障害のある人のことがわからなくてつい敬遠しがちな地域の方々に、反応がわずか

だとしても、ゆりかご園の子どもたちも私たちと同じように考えたり感じたりしていること、また障害につ

いて周りの人に知ってもらって、心配せずに子どもたちに接してもらえる

よう伝えてほしいということでした。

私自身も、地域の方たちにもっと子どもたちの姿を知っていただけるよ

うに、さらに努めたいと感じました。このような開催は今回が初めてでし

たが、いろいろ気づくことがありました。これをふまえて来年度もより充

実した講座を目指したいと思います。（吉川）

あおぞら園では大学や専門学校、短大で保育士や幼稚園教諭を目指している学生の方の実習を受け入れて

います。実習期間の 10 日間は、あおぞら園での業務や子どもたちへの支援・療育を体験してもらっています。

最初は緊張している学生の方も、お子様たちと一緒に遊んだりしながら過ご

す中で緊張がほぐれていく様子を見ると、お子様の笑顔の力に敵うものはない

と感じます。

お子様たちも緊張していることはありますが、自分から近づいていき、一緒

に過ごす姿が多く見られています。

子どもたちと関わる世界で活躍してもらえるように、今後も学生の方々と関

わっていきたいと思います。（大向）

こども達の応援団作り！～あおぞら園実習生受け入れへの想い～

1 2 月に AR T S H I P 明石 20 2 2 が無事に終わりました。今回は 10 周年と

サポーター養成講座のご報告 ～あおぞら園、ゆりかご園合同講座♪～

小学校での出前講座の様子

作品を丁寧に片づける大島先生（中央）

つき立てのもちをさわるお子様

講座を行う吉川副施設長（公認心理師）実習生と話し合う大向主任


